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長原遭跡東部地区発綱調査報告 測

本書は長原選跡東部地区にで2007年

度に行った発場調査の成果を収録する。

調査では、撮立柱建物・土墳など弥

生時代中期後半の集落跡を確認するこ

とができた。土墳には古墳時代中期の

ものもある。

奈良時代の自然流路からは土器を始

めとする多 くの遺物が出土した。 なか

でも、人面墨画土器やウマ・ ウシなど

の動物遺体はこれまでの調査でも多 く

見つかってお り、 当流路において水辺

での祭祀が行われたことを示す。また、

和同開沐も 1点出土した。

平安時代以降は作土や畦畔が認めら

れることから耕作地として利用されて

いたことが判明した。

なお、遺構埋土や杭に水平断層が見

られるなど、 地震の痕跡も確認され、

これらの分析もあわせ行つている。
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奈良時代の流路出土遺物
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序

本書は、2007年度に行った大阪市長吉東部地区土地区画整理事業に伴う発掘調査成果

報告書であり、当協会が干J行 してきた『長原遺跡東部地区発掘調査報告』シリーズの13冊 目

に当るものである。

長原遺跡の調査が1978年に開始されて以来、30年以上が経過した。この間の発掘調査

の蓄積によって、旧石器時代の遺物・埋没古墳群・古代の水田跡など全国的に著名な遺跡

として長原遺跡は認知されるようになった。また、地中深くに遺跡が埋没し、不明な点が

多かった長原遺跡東北地区でも当該事業に伴う発掘調査が開始されて以来、多くの成果が

得られ、遺跡の具体像がより鮮明に描けるようになった。

本書で報告する調査においても弥生時代の建物跡をはじめ、祭祀遺物が出土した奈良時

代の流路など、多くの知見が得られ、調査研究をさらに進展させる重要な資料となろう。

こうした成果を公表し、共有の財産とするため、本書の刊行を行うものである。

最後に、発掘調査ならびに報告書刊行に当ってご尽力をいただいた大阪市都市整備局・

地元住民の方々ならびに関係者各位に心より感謝の意を表したい。

2009年 12月

財団法人 大阪市文化財協会

理事長 脇  田  修
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1.本書で用いた層位学・堆積学的用語、および断面図に示 した岩相の基本パターンは、[趙哲済1995]に準 じる。

2.本書における地層名は第○層と表記する。また、各遺構埋土の地層名は「第」をとって○層とのみ表記 し、調査地

の地層名と区別する。

3.遺構名の表記は、竪穴建物・掘立柱建物 (SB)、 溝 (SD)、 土墳 (SK)、 柱穴 (SP)、 自然流路 (NR)の分類記号の後に、

番号を付 している。この番号はまず遺跡における層序番号を冠し、その後に遺構の分類別に各層序ごと 1か らの

通し番号を付けた (例 :第 12層上面の土墳 SK 1201)。

4.本書における遺物番号は、 1か らの通し番号を付 した。

5.本書で用いた座標値は世界測地系に基づく。水準値はT.P.値 (東京湾平均海面値)を 用い、本文・挿図中ではTP

+Omと記した。

6.本書で用いた地層の土色および土器の色調は E/1ヽ 山正忠・竹原秀雄1996]に拠った。

7.各遺物の記述方法、分類、年代観などについては、以下の文献に従っている。弥生土器について :[寺沢薫 。森

井貞雄1989]、 古墳時代の須恵器について :[田 辺昭三1981]、 飛鳥時代の土器について :[古代の土器研究会

1992]、 平安時代の土器について :[佐藤隆1992]。
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(南から)

古墳時代以前の遺構 (五 )

上 :SK 1201(北西から)
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奈良時代の遺構 (一 )

上 :NRl101(西から)

下 :NRH01西 半 (南から)

8 奈良時代の遺構 (二 )

上 :NRl101内杭 1(南から)

中 :NR H 01内杭 1の地震による水平断層

(南から)

下 :NR H 01内杭 2(南から)

9 奈良時代の遺構 (三 )

上 :NRl101和 同開弥出土状況

中 :NRH01土器出土状況 (北東から)

下 :NRl101土器出土状況 (北から)

10 奈良時代の遺構 (四 )

上 :NRl101土器出土状況 (南から)

中 :NRH01土 器出土状況 (南から)

下 :NRl101ウマ頭骨 (西から)
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(第 11層 )
1:浅黄色砂・シルトの互層
2:オ リープ黒色砂 (シルトの偽礫含む)
3:浅黄～オリーブ黄色砂・礫 (シルトの偽礫含む)
E 4:暗緑灰色砂質シルト(偽礫含む)
5:暗緑灰色粘土質シルト(軟弱)
6:青灰色砂質シルト(4の母材か)

P+70m7｀ オリープ色中粒～細粒砂

10‐ 7
~~~8:暗

緑灰色粘土質シルト

9:オ リープ黒色礫・シルト

10:暗緑灰色シルト～細粒砂 (上方細粒化する)

(第 13層 )
11:暗緑灰色シルト

12:暗オリープ灰色細粒～極細粒砂
13:暗緑灰色シルト

14:オ リープ灰色細粒砂
15:暗緑灰色粘土質シルト～極細粒砂

(上方細粒化する)
16:暗緑灰色シルト～細粒砂
17:暗緑灰色粘土質シルト
18:暗オリープ灰色細粒砂
19:暗緑灰色粘土～極細粒砂

0                       1m

l: 20

20:暗 オリープ灰色シルト～細粒砂
TP+6.Om 21:灰 色粘土 (わずかに細粒砂のラミナ)

(第 14層 )
22:オ リープ黒色シルト(暗色帯)

(第 15層 )
23:灰色シルト

図15 杭 1断面図

付着が認められる。

25はサヌカイ ト製の石槍である。埋土最下部から出土 した。両面から調整を行い、基部付近で折れ

ている。弥生時代中期のものであろう。

26～ 46は須恵器である。29。 45は第1lb層、33は第1lb層 より下位、27・ 31は第1lc層、26・ 34・

35。 42～44は第1ld層、28・ 30・ 32・ 36・ 38～ 41・ 46は第1ld～ 1le層、37は第1le層からそれぞれ

出土した。

26～ 31・ 34。 37～41は古墳時代のものである。26・ 34は甕で、26は日縁端部直下と頸部に突帯が、

突帯間には2段の櫛描き波状文が施されている。26は TK216型式、34は TK47～MT15型式であろう。

27は器台で 2条の突帯上位に波状文が施されている。37は壺で回縁端部は丸くおさめる。日縁部から

頸部には突帯を挟んで2段の櫛描き波状文が施されている。TK208型式頃のものであろう。28。 29・

38・ 39は脚台の付く壺で、直接接合しないが、同一個体の可能性が高い。低い突帯で文様帯が区分さ

れ、上から2帯の波状文、列点文、波状文、列点文が施され、その下位には鋸歯文の可能性がある沈

線による文様が施されているが、詳細は明らかでない。いわゆる初期須恵器の範疇におさまるもので

TK73型式と考えられる。40・ 41は蓋である。40は 口径が大きく、日縁部と天丼部とは凹線状のくぼ

みによって区切られている。TK10型式のものであろう。41は天丼部は丸い。TK73型式のものであ

ろう。30。 31は高杯である。30は脚部である。脚端部は折り返されて肥厚し、三角形のスカシ孔があ

る。31も脚部で裾部への移行部に幅広の突帯を巡らせる。初期須恵器の範疇でとらえられよう。

32・ 33・ 35。 36・ 42～46は飛鳥～奈良時代のものである。32は短頸壺である。33・ 34は甕で、33

は口縁部が外方に折り返されている。34は口縁部が肥厚し、端部を面取る。35。 36は壺で、36は頸部

に2条の沈線と、体部最大径付近に2条の沈線が施されている。42～44は杯身で、42は杯 H、 43は杯 G、
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第 3節 奈良時代の遺構 と遺物

1)第 11層の遺構 と遺物

遺構ではないが、第12層上面で検出した第11層 を埋土とする自然流路NRl101がある。

i)自然流路 (図 14～21、 巻首図版、図版 7～ 10、 図版13～ 17)

NRl101 調査地の全域を覆う自然流路である。東からやや南に蛇行し、その後、北西方向に流れ

ているが、流路の肩部を検出していないため、規模や正確な方向については明らかでない。深さは第

11層のみを埋土とすると1.2mあ る。埋土は、部分的にシルトを含む粗粒砂および細礫など粗粒な物

質が主体となっており、比較的短期間に埋没したものと推定できる。調査では、埋土である第H層 を

第1la～ He層 に区分した。基本的に埋土は粗粒砂～細礫 (第 1la・ 1lc・ 1le層 )と黒色シルトを介在

する粗粒砂～細礫 (第 1lb。 1ld層 )の互層となっている。第He層は最下部に部分的に遺存するのみで

ある。本流路はこれまでの調査でも確認されており、蛇行しつつ西流していたことが明らかとなって

いる。また、本流路と重なって古墳～飛`鳥時代の流路も検出されているが、後述のように今回の流路

は最下部まで奈良時代の遺物が含まれることから、水流によって失われたと考えられる。

本流路内からは杭が 2本検出された。規則性は見出せないが護岸のために打設されたのであろう。

地震によって杭 1は第13層内で、杭2は第11層内で水平方向に分断されていた。これらについては第

Ⅲ章第 2節で詳細を記す。

出土遺物には縄文土器・弥生土器 。土師器・須恵器 。韓式系土器・埴輪・石製品。銅銭・ウマやウ

シなどの動物遺体・木質遺物などがある。遺物の出土量については、今回の調査でもっとも多く出土

した。各層において出土遺物の傾向に差が認められなかったことから、一括して記すこととする。

13・ 14は縄文土器である。第Hd～ He層から出土した。深鉢片で回縁端部よりやや下がった位置

に刻み目突帯が貼付けられている。角閃石を含む生駒西麓産の胎土である。滋賀里Ⅳ式のものであろ

う。

15～24は弥生土器である。20は第1lb層、15～ 17は第1ld層、18・ 19。 21・ 24は第1ld～ 1le層、

22・ 23は第lle層から出土した。

15-18は
'可

内 I様式に位i置づれすらオtる。 15～ 17は壺で浅うる。 15は口縁音5はプてきく夕ヽ5こ し、 ウ需部は丸

くおさめる。16・ 17は体部片で、16の体部にはヘラ描き沈線による文様帯が 2段認められる。17は体

部の張る器形で、体部上半に3条以上のヘラ描き沈線が施されている。18は甕である。頸部に2条の

ヘラ描き沈線が施されている。

19～ 24は河内Ⅳ様式に位置づけられる。19。 20は広口壺である。19の口縁は上下方に拡張し、端部

には櫛描き簾状文と列点文が配されている。20は口縁端部は下方に拡張し、凹線が施される。いずれ

も角閃石を含む生駒西麓産の胎土である。21は器台で裾部に円形のスカシ孔と多条の凹線が施されて

いる。22～24は甕である。22は口縁部が短く屈曲し、内外面ともにハケメ調整が施されている。23は

口縁部は上方に拡張し、端部には凹線が施される。24は底部で内面には内容物と推定される炭化物の
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第Ⅱ章 調査の結果

また、北側のNG06-3・ 4次調査では竪穴建物のほか土墳・溝など集落の存在を示す遺構が見つかっ

ている[大阪市文化財協会2008a]。 さらに、東のNG02-1・ 04-3次調査では畑の畝間と考えられ

る小溝が多く確認されている[大阪市文化財協会2005a。 2007]。 これらのことから今回の調査地は集

落もしくは生産域であったと考えられるが、遺構が希薄であることを積極的に評価するならば、耕作

域であった可能性が高いであろう。
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0.2mで、埋土はSK1202と 同じくオリーブ黒色

シルトである。出土遺物の多くは弥生土器であ

るが、少量ながら土師器片・製塩土器片を含む

こと、埋土がSK1202と 同じであることから、古

墳時代中期の遺構と考えられる。

サヌカイト製の凹基無茎式石鏃8が出土した。

SK1204(図11)調査地東端で検出した土墳で

ある。調査区外に続くため正確な形状は不明で

あるが、長さ1.7m、 深さ0.lm以上で、緩やかに下がっている。

灰色シルトである。遺物は出土しなかった。

2)古墳時代以前の土地利用について

弥生時代中期よりも古い時期については、土器細片が 1点出土した

のみであり、状況は不明とせざるをえない。ただし、後述の奈良時代

の自然流路や近隣の調査地において縄文～弥生時代前期の土器が出土

していることから、周辺に集落が存在した可能性は高い。

0                  10                 20cm

l:4

図12 SK1202出 土遺物実測図

〇

埋土は

8

-  0        3cm
2i3

図13 SK1203出 土遺物実測図

第12層中では弥生時代中期後半と古墳時代中期の遺構を検出した。

弥生時代中期後半の遺構としては掘立柱建物 2棟のほかに土墳がある。また、建物としては復元で

きなかったが、多数の柱穴があることから調査地周辺は居住域として利用されていたことが半J明 した。

同時期の居住域は東のNG02-1[大阪市文化財協会2005a]・ 04-3次調査 [大阪市文化財協会2007]

や西の城山その 2地区[大阪文化財センター1986b]な どにおいても検出されている。NG04-3次調

査では竪穴建物が、城山その2地区では掘立柱建物がそれぞれ確認されている。城山その2地区の掘

立柱建物は梁間が桁間に対して長く、東柱をもたない。後世の削平を考慮にいれる必要はあるものの、

今回検出した掘立柱建物と共通する特徴であることは、集落の拡がりや集団の移動を示すものとして

注目されよう。

また、中期後半の方形周溝墓は北のNG03-5次調査やNG06-3次調査で確認されており[大阪市

文化財協会2008b]、 居住域の北側に墓域が近接して存在したものと推定できよう。

弥生時代後期の遺構は今回の調査では確認できなかったが、北傾1の NG06-3次調査で竪穴建物が

確認されている[大阪市文化財協会2008a]。 また、西隣で2008年度に行われたNG08-3次調査でも

竪穴建物のほか、土墳・溝などが検出されている。これらのことから濃密な分布とはいえないまでも

弥生時代後期の集落は近隣に存在しており、今回の調査地では偶然遺存していなかったものと考えら

れる。

古墳時代の遺構としては土墳が確認できたのみである。調査地の東隣に当るNG05-3次調査では

南北方向の自然流路が検出されている[大阪市文化財協会2008b]。 この流路は今回調査地にも本来存

在したものであるが、後述の奈良時代の流路 NRl101の水流によつて埋土が失われたと推定される。
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文が施されている。角閃石を含む生駒西麓産の胎土である。 4・ 5は

高杯である。4は脚部で、脚端部は上方に拡張する。裾部外面にはヘ

ラミガキが施される。5は屈曲する杯部を有する。口縁端部は水平な

面をもち、杯部は内面にヘラミガキ調整を施す。外面は磨滅のため不

明であるが、本来はヘラミガキ調整があったのであろう。6は鉢で回

縁部は外方に折り曲げる。口縁部および体部には櫛描き簾状文が配されている。角閃石を含む生駒西

麓産の胎土である。7は台付鉢もしくは台付無頸壺の脚台部である。凹線文が施され、円形のスカシ

孔を穿つ。

これらの土器はいずれも河内Ⅳ様式に位置づけられることから、遺構の時期は弥生時代中期後半と

いえる。

SK1202(図 11。 12、 図版6)長 さ2.3m、 幅1.6mの平面形が隅丸方形の土墳である。深さは0.2m

で底は平坦である。埋土はオリーブ黒色シルトである。SB1201の柱穴やほかの小穴を切り、これら

の遺構よりは後出する。

出土遺物は弥生土器がほとんどであるが、土師器 。須恵器・製塩土器も含まれる。

9は弥生土器である。短頸壺で、日縁部外面に3条の凹線文を施す。河内Ⅳ様式のものである。

10。 11は土師器甕である。10は大きく外方に開く口縁部を有する。11は体部から口縁部にかけての屈

曲が弱く、外面はハケメ調整である。12は須恵器蓋である。器高が高く、天丼部の丸い形態と考えら

れる。TK73型式頃のものであろう。

これらの出土遺物から遺構の時期は古墳時代中期、 5世紀中葉と考えられる。

SK1203(図 11・ 13、 図版 6・ 13)長さ1.lm、 幅0.7mの平面形が隅丸方形の土墳である。深さは

図10 SK1201出 土遺物実測図

1:4

図 9 SB 1202出 土遺物実測図
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を多く含む黒色シルト～粘土質シルトである。

埋土からは、多くの弥生土器が出土した。2は細頸壺である。日縁部には凹線文と円形浮文が施され、

端部は水平な面をもつ。頸部には櫛描による波状文と直線文が交互に施されている。角閃石を含む生

駒西麓産の胎土である。3は広口壺で、口縁部は下方に拡張する。日縁部および頸部には櫛描き簾状

、` 65m
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第 2節 弥生～古墳時代の遺構 と遺物

第13層 より下位においては遺構は検出されなかった。第14層中にて磨滅した土器片が 1点出土した

が、細片のため時期などは不明である。今回調査地において遺構が認められるのは、第12層中からで

ある。第12層は後述のNRl101に よって大きく削景」を受けており、東北部とわずかに東南隅で遺存す

るのみで、残りの部分では遺構埋土として遺存する。また、地震によつて第12・ 13層は地層の水平断

層が認められ、遺構も上部と下部とがずれた位置で検出されるものがある。ずれの大きさは下部を基

準にすると上部は北東に0.3m移動している。

第12層中からは、弥生時代の遺構と古墳時代の遺構とが混在して検出された。遺構には掘立柱建物、

柱穴、小穴、土墳などがある。

1)第 12層の遺構 と遺物

i)掘立柱建物・柱穴・小穴

SB1201(図 7、 図版4)調査地東部で検出した掘立柱建物である。SP1201～ 1206で構成される。

桁行 2間 (3.0～ 3.lm)、 梁行 1間 (2.6m)で ある。梁行については、間隔が広いことから本来は間に柱

が存在した可能性もある。SP1201～ 1204については地震による水平断層が認められる。柱穴は直径

0.27～ 0.40mの平面形が円形で、深さは0.15～ 0.30m遺存している。柱痕跡は確認できたもので直径

0.09～ 0.20mである。

遺物は出土していないが、他の柱穴・小穴からの出土遺物が弥生時代に限られること、同様の形状

のSB1202が弥生時代中期後半と考えられることから、弥生時代中期後半の建物と考えられる。

SB1202(図 8・ 9、 図版 5。 13)調査地西部で検出した。SP1207～ 1212で構成される。桁行 2間 (3.5

～3.6m)、 梁行 1間 (2.6m)である。梁行については、SB1201同様間隔が広いことから本来は間に柱

が存在した可能性もある。SP1207～ 1209。 1212は、地震による水平断層が認められる。柱穴は直径0.20

～0.35mの平面形が円形で、深さは0.35～ 0.45m遺存していた。柱痕跡は確認できたもので、直径0.12

～0.15mである。

柱穴からは弥生土器の細片が出土した。 1は SP1209か ら出土した弥生土器甕である。日縁端部は

上方に拡張する。内外面ともにハケメ調整が施される。河内Ⅳ様式に位置づけられることから、建物

の時期は弥生時代中期後半といえる。

柱穴や小穴は全域でほかにも30基以上確認できたが、建物として復元することはできなかつた。遺

物を出土したものは少ないが、いずれも弥生土器であり、弥生時代の遺構と考えられる。

五)土墳

調査地の東半部で4基を確認した。弥生時代のものと古墳時代のものとがある。

SK1201(図 10・ 11、 図版 6・ 13)調査地東南端で検出した。調査区外に続くため正確な形状は不

明であるが、幅1.4m以上、深さは0。7m以上ある。溝の一部かもしれない。埋土は第12・ 13層の偽礫
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第Ⅱ章 調査の結果

第10層 :灰～暗緑灰色を呈する粘土～粗粒砂混り粘土質シルト層で水成層である。層厚は10～ 40cm

ある。2枚に分かれ、その下部層には第11層の砂を含有していた。土師器・須恵器・瓦片などが出土した。

出土遺物から奈良時代後半～平安時代前半に位置づけられる。RK4C層 、NG4C層に対比される。

第11層 :第 12層 を削込む砂礫層であり、流路NRl101の埋土となる水成層である。部分的にシルト

を挟み、最大層厚は120cmに達する。第H層 は第Ha～ lle層 に区分した。粗粒砂～細礫からなる第

1la。 1lc・ 1le層 と黒色シルトを介在する粗粒砂～細礫からなる第Hb・ 1ld層の互層となっている。

第1le層 は最下部に部分的に遺存するのみである。縄文土器 。弥生土器のほか土師器・須恵器などを

多量に含む。奈良時代前半に位置づけられる。本層の上位では地震によるラミナの変形が見られた。

RK5層、NG6A層 に対比しうる。

第12層 :黒色粘土質シルト～粘土層で、明瞭な暗色帯である。第11層 に削られた結果、調査区の

東北隅と東南隅にのみ厚さ15cm程度残つていた。本層の層中に遺構面があり、須恵器を含む古墳時

代中期の遺構と、弥生時代中期の建物群が検出された。弥生土器 。土師器・須恵器などが出土した。

RK7Av層、NG7B層を下限とし、上限はRK10A層、NG9A層 に対比しうる。

第13層 :暗オリーブ灰～暗緑灰色を呈する細粒砂～粘土層で、水成層である。 8枚以上に細分され

た。平均層厚は約60cmである。本層中の上部層では地震による水平断層の跡が顕著に見られた。遺物

は出土しなかったが、周辺の調査成果から縄文時代後期～弥生時代前期に位置づけられる。RK10A層、

NG9A層 に対比しうる。

第14層 :黒褐色シルト層で、暗色帯である。下半は下位層との変化が漸移的である。層厚は10cm以

下である。下半から土器の細片が出土したが、型式等は不明である。また、下半には横大路火山灰層

(ア カホヤ火山灰)に由来するとみられる褐色ガラスが含まれていた。縄文時代早期～前期、RK12D層、

NG12C層 に対 ヒゝしうる。

第15層 :固結した灰黄色極細粒砂～砂質シルト層で、低位段丘構成層である。TP+6.2m以下に位

置する。旧石器遺物の有無を調べたが、出土しなかった。RK13層、NG13層 に対比しうる。
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表 5 長原遺跡の標準層序 ([趙哲済2003]よ り)
層 序 晰脚

岩 相 (cm) 自然遺物ほか おもな遺構・遺物 cta v.o.Pl ffi 'ft

沖

積

層

（
難

波

累

層

）

最

　

上

　

部

NCO層 現代盛土
1近代  現代

NCl層 現代作土
|

NG2層 含細礫灰褐～黄褐色シルト質砂 :  1形 |

硼

一呻

群

群

溝
震
溝

小
地
小

青花 唐津 瀬戸美濃 備前なと

輸入陶磁器・瓦質上器 瓦器 (Ⅳ -1～ 5
m卜…』
¨
‖NG3層 含細礫淡責褐～灰色粘土質シルト : 暗色帯 i

NG4A層

暗灰褐色

礫質砂～

シルト

含細礫責灰色中粒砂

瓦器
黒色土器
陶磁器
須恵器
土師器

▽掘立柱建物

硼

麒
←水田面

瓦器

瓦器 (Ⅱ ～Ⅲ

瓦器 (I～ Ⅱ

平安 I～ Ⅲ期

畝間

畝間

鎌 倉

平 安

(800)

NG4Btt  i 褐灰色砂質シル ト

含細礫責灰色中粒砂

灰色砂質シルト

NG4C層 明黄褐色砂質シルト

にぶい黄褐色シルト質砂

NG5A層 灰色砂疎、シルト質細粒砂薄層を狭在 平城宮 V～
|

NG5B層 青灰色細粒～極細粒砂 1奈 良
NG6A層

一‐ｕ
一「

暗青灰色砂 粘土質シルト 平城宮皿
|

暗緑灰色中粒～細粒砂

|

粘土質シルト薄層と極細粒砂薄層の互層

NG6B層 含砂 礫黒褐色～暗灰色シルト質粘土 飛鳥Ⅲ～Ⅳ 1飛 鳥
灰色粘土 シルト 細礫質粗粒砂 飛`嗚 Ⅲ

|

NG7A層

騒一一一一一一一一一一

含砂灰色粘土

含砂黒褐色シルト質粘土 ↓掘立柱建物                  飛.鳥 I TK209 (l4oo) 
|

上

部

NG7B層 明黄73色砂礫～暗オリープ灰色粘土質シル |

黒褐色砂 礫質粘土 黒色シルト

褐色極粗粒砂 粘土質シルト互層

―土手                         TK10

1:二
巌喜IIIIIIIIII書

1111Ⅲ
II::搬
:
m瞳冨

暗褐色粘土質シルト

青灰～黄灰色砂 礫～粘土

l方形周轟理)P壁快住居     布留式 庄内式 畿内第V様式

|∬ ||111孝1NG8A層

NG8B層 暗褐色砂質シルト

にぶい責褐色極粗粒砂～中粒砂

~‐ ‐ ~          
畿内第■～Ⅳ様式 凸基式石鏃

木葉形石鏃
―水田面 溝 ヒトの足跡 _一 石器製作址 畿内第Ⅱ様式 石斧 HNG8C層

三
1

灰色シルト質粘土

責褐色シルト質粘土

NG9A層 黒褐色砂 シルト質粘土 畿内第 I様式 長原式 石鏃

‐

一
‐̈‐
一
Ш̈
一
‐Ｖ
一
Ｖ

層 灰オリープ～黒褐色砂礫

畿内 I様式 堅杵

土偶
石棒                  長原式 石斧の柄 弓

▽至尊稽隻
址                   ェ_.ⅢⅢ…ユ

認

'札
IL

暗灰賞色シルト質粘土.植物片多合

灰オリープ色シル ト質粘土

暗灰オリープ色シルト質粘土 植物片多省

灰オリープ色シルト 砂

NG9Ctt  i

叫

一
』

黒褐～褐灰色含シルト質粘土

灰色シルト質粘土～砂礫

V霊 八 ■L盾  肛 崚 八
                 画 塁 天 若 募

(BB7?)                       縄文

オリープ黒～灰色シルト 粗粒砂質粘土

暗灰色シルト～粘土質粗粒砂

緑灰～オリープ灰色礫質砂 シルト
1本 |1琴
― 地震NG10層 北白川上層Ⅱ～Ⅲ式

NGll層 灰色シルト質粘土

NG12A層 腐植質黒褐色礫質粘土～シルト

オリープ黒色シルト質砂、礫混り

里木Ⅱ式 北白川C式 石鏃 -4740t l40Sl (GaK.14942)

-4900r140b (GaK.l494l)

NG12B層 暗褐色細粒砂質シルト

暗黄灰色シルト～灰色礫混り砂 (火山灰の 2
|,1撃 :

|五十」?響    £Il]…血淵l黒灰色シルト～オリープ黒色シルト質粘土

責灰色砂礫～灰色シルト質粘土

中

　

部

NG12C層

一

¨
‐‐

　

一

黒褐色～オリープ黒色シルト～粘土

黒褐色～灰色粗粒砂
U

甲殻類の巣穴の化石

層 (Ah) 
← 大礫
               押型文土器 　̈一］̈

黒褐色シルト質粘上、植物片多含

灰色中～粗粒砂、礫混り

オリープ黒色シルト

灰色砂、一部シルト質

黄灰色ガラス質火山灰

NG12D層 一一一一一一一一一豊

オリープ黒色極細粒砂質シルト

灰色礫混り砂、シルト薄層を挟む

下

部

NG13A層 灰色細粒シルト

灰黄～灰白色細粒シルト (火 山灰質) ▽石器製作址          削器 ナイフ形石器 剥片 石核

nll片 石核

1灰層 (AT) i鮮 |低
位
段
丘
構
成
層

最
上
部

黄褐～灰黄色シルト質粘土

責灰色/1E粒シル ト質火山灰 ―平安神宮火

NG13C層 暗灰黄～暗褐色シルト質粘土 l乾痕
1後
期旧石器

上

部

NG14層 灰白～緑灰色シルト質砂～砂質粘土

灰色砂礫～砂質シルト

剥片

▽石器製作址       掻器 ナイフ形石器 細部調整剥片石 |
|

下

部

叩

一
‐Ｗ

層
S:?e:*-
黄灰色～縁灰色粘土～砂礫

シルト 砂礫
150～ 450

Y I ?'),/ )\ y

中

位

段

丘

構

成

層

ト

NC16A層 暗灰～灰青色シル ト 礫混 り砂互層
―一化石林J
←吾彦火山,

|ウ
マンゾウとオオッノジカの足跡化石

層層準 (Aso‐ 4)
‐

一

ｎ̈

一

層 暗褐色泥炭質粘土 :沼沢地性層 錮
一勁一錮

←北花田火山
|ゾウの足跡

炭層層準 (KT2)

澪 欝 灰色砂疎 :河成層

部

NG17A層

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一や

オリープ灰色砂質粘土 :古土壊

牙 ,■ ブ炭色砂泥り粘土質ジルド:沼沢
地性層
緑灰色粗粒砂質シルト:河成～沼沢地性層

緑灰色極粗粒砂～細礫 :河成層

av.l0

";.i0
"r. 

rii

;; i0
・ナゥマンプ

ニ

翔

ウ臼詢 (ラ メラ片 )
← :上面検出遺構

↓:下面検出遺構

▽ :地層内検出遺

Cb tt SL土 壌

NG17B層 ‐

一
ｕ̈

一
‐̈‐‐

NG18層 緑灰色砂質シルト～緑灰色砂礫

NG19層 寺 暗縁灰色砂質粘土～緑灰色砂礫

|

NG20層 オリープ黒色泥炭～泥炭質粘土
|

NG21層
|

中部 NG22層 含貝化石砂～粘土 wnff.) |
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表4 長原東北地区層序表([大阪市文化財協会2003a]よ り
層 序 層序 主 た る 岩 相 脚

＜ｃｍ＞
自然現象
自然遺物ほか おもな遺構・遺物 模式地

NG層序
との対比 時代

14

積

部

層

現代客土
近代現代

現代作土

‐

一
Ｈ̈

一
Ш̈

一
‐Ｖ

オリープ灰色細～中粒砂混り粘土質シルト :小溝群

灰～オリープ灰色細粒砂混リシルト

オリープ灰色細粒砂混リシルト

灰色粘上質シルト l小溝群 畝間               国産陶磁器 (96-66次 )

‐
一
ｎ̈
一
Ш̈
一
Ⅳ

灰オリープ色粗粒砂混リシルト

室町～鎌命

賞褐色lll土 質シルト ↓島畠溝                  中国製青磁(96-9次 )

灰オリープ色粗fl砂 滉リシルト質細粒砂

オリープ色シルト質極細粒砂 1小溝水田(99-41次 )         瓦器(C―皿～Ⅳ期 :96-9次 )

RK`lA層 責褐色シルト質極細粒砂～礫混りl■粒砂 1自然流路               瓦器 (C―Ⅲ期 :97-52次 )

RK4B層 ‐
一
ｎ̈
一
ｍ̈
一
Ⅳ

オリープ掲色粘上質シルト !不整形落込み              瓦器 (C―皿期 :96-9次 )

オリープ褐色シルト ↓土器埋納遺構             瓦器 (C―■期 :96-9次 )

¨̈・
天オリープ色シルト～細粒砂

平安Ⅲ新
掘立柱建物   瓦器 (C―Ⅱ期)平安Ⅳ期(96-9次 )

平安

ヤリープ掲色粘上質シルト 瓦器 (C―■

'切

)平安Ⅳ期 (96-9次 )

RK4C層 ‐
ＦＨ
一̈Щ
一‐Ｖ
一Ｖ
ＴＶ‐
一̈Ⅶ

オリープ掲色中粒砂混リシルト 平安Ⅲ期(96-40次 )

賞褐色中粒砂混リシルト 1溝

灰オリープ色中粒砂混リシルト

にぶい責褐色中粒砂混リシルト ↓溝

晴灰貴褐色シルト ↓溝 平安皿期 (96-40次 )

灰責褐色細粒砂混リシルト 1上器埋納遺構 平安Ⅱ～Ⅲ期(%-40次 )

暗灰黄色中～細粒砂況リシルト

RK5層

暗褐色～黒褐色
シルト～細粒砂

ir灰 黄色シルト質細粒砂

RK6A層 土婿         飛鳥 lorⅡ (96-79次 )

飛′島

RK6B騒 天色シルト 平城官土器 溝 土壌 井戸      飛鳥IOrⅡ (%-79次 )
RK6C層 嗜灰色粘Jl質シルト

RK7A層

‐――
一

‐Ｖ

一
Ｖ
一
Ⅵ
一
Ｖ̈‐‐

オリープ褐色シルト～細粒砂 植物遺体多 飛鳥Ⅱ(97-43次 )

灰色砂礫 TK2∞ (97-43次)

TK10新相 (97-43次 )

暗オリープ灰色粘土質シルト～明黄褐色砂礫 ▽土手状遺構(95-57次 )       TK10(95-57 97-52次 など) 古墳後期

古墳前 llJ

黒色シルト～粘土質シ ▽溝 (KXl-6次 )  ▽水平断層 (99-41次 )  TK23 47(97-41次 )

灰黄色砂礫 TK23 47(96-66次 など)

灰オリープ色中粒砂～砂礫
←踏込み―盛土(98-19 20、 lXl-6次 )     TK216(98-20次

)

水田(KXl-6次 )           
曲物 (97-12次 )

積

上

層

RK7B層 灰オリープ色シルト
多く合む

オリープ黒色粘土質シルト
植物遺体を

土師器 (船橋0-1/Ⅱ 197-12次 )

RK8A層 布留式土器(96-66次 )

RK8B層 緑灰色粘土質ンルト 庄内～布留式上器 (96-9、 97-41 52次 )

暗灰色シルト 弥生V様式(96-9次 )

弥生中期

弥生前期

縄文晩期

縄文後期

晴緑灰色シルト

RK9B層 暗灰色シルト～シルト質粘土 弥生Ⅳlll式 (96-66次)
６６
η

‐

一
Ｈ̈

一
‐̈‐‐

暗オリープ灰色砂礫～細粒砂l■り粘
=L

緑灰色シルト

3表筆詰鷲
踏込み①7-4凋

 縄文長原式 弥生 献 07刊 Юオリープ凪色シルト

‐

一
＝̈

一
Ш̈

一
‐Ｖ

一
Ｖ

暗オリープ色粘土質シルト

オリープ黒色シルト

嗜 露

'37:[1疑

拡1路と41カ   Jヒ 白り|1上層Ⅱ～Ⅲ("1鍬 )RK10C層     i
Ｈ

一
一‐‐‐

一

‐Ｖ

黒色シルト

縁灰色シルト 縄文土器

黙色シルト 縄文土器 (97-12次 )

黒褐色シルト質極細粒砂

RKHIL7 ―

一
Ｈ

灰色砂礫 北白川上層Ⅱ(99-19次 )

l・l文 中期

縄文革創嬰

暗オリープ灰色粘土

‐‐

一

‐̈―‐

一一一一一一〓一
灰
～
黒
褐
色

ン
ル
ト
質
粘

土
～
粗
粒
砂
況
り
砂
質

ン
ル
ト

化

石 ▽里木Ⅱ式 (96-79次 )

黒色シルト質細粒砂

オリープ黒色シルト質細～粗粒砂 (97-52、 98-20次 )

＝

一

Ш̈

暗褐色細粒砂質シルト (97-52、 98-20次 )

▽周溝 土城 焼土
船元1(99-41次 )

(97-52、 98-2Cl次 )

灰責色粘土質シルト (97-52、 98-20次 )

RK12C層 ‐

一

＝

灰色中～細粒砂質シルト (97-52、 98-20次 )

(97-52、 98-211次 )

RK12D層 Ｌ
」
‐‐‐
Ｆ
Ｌ
‐
‐
嚇

ＲＫ

И

師

師

■
百

黒色中粒砂質シルト 生痕化石 (97-52、 98-20次 )

オリープ黒色シルト質細粒砂 (97-52、 98-20次 )

黄灰色シルト質極細粒砂 (97-52、 98-"次 )

オリープ黒色極細粒砂質シルト
ア
倉重孟発揮僣季1斎螢

~組次
‐

一
¨
‐‐

(97-52、 98-20次 )

灰オリープ色火山灰質シルト 阪手火山灰

低
位
段

丘
構
成
層

灰色砂礫質粘土 石器製作址 (97-12次 )ナイフ形石器 (97-52 96-79次 )

オリープ灰色ガラス質火山灰

RK13C層 オリープ灰色粘土質シルト 後期旧石器

線灰色砂礫混り粘土質シルト

線灰色シルト～シルト質粘土

―は上面検出遺構

↓は下 基底面検出l■構

▽は地層内検出遺構

RK15B層 灰色砂礫

中
に
段
丘
構
成
層

RK16A層 線灰色シルト質極細～細粒砂

‐

一
い̈

一

Ш̈

一

‐Ｖ

暗灰黄色泥炭中粒砂質粘土

暗灰責色lla炭 中粒砂質粘土

緑灰色粘土層
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第12層

図 5 地層断面図
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第Ⅱ章 調査の結果

第 1節 層序

今回の調査では現地表下約4.5mま での地層を確認した。

以下、地層のおもな特徴と長原遺跡東北地区基本層序および長原遺跡標準層序との対比を記す

(図 5、 表 4・ 5、 図版 1)。

第0層 :現代盛土層で、層厚は90cmである。RKO層、NGO層 に対比される。

第1層 :黄灰～黒褐色シルト質細粒砂～粗粒砂層で、近現代の作土層である。層厚は10cmである。

RKl層、NGl層 に対比される。

第 2層 :黄褐～灰オリーブ色砂・礫質シルト～シルト質砂。礫層で、3枚に細分される作土層である。

層厚は30～40cmである。土師器・須恵器・瓦質土器・肥前陶器・瓦などが出土し、江戸時代に位置づ

けられる。RK2層およびNG2層 に対比される。

第 3層 :下部はにぶい黄褐色中粒～粗粒砂の水成層、上部はこれを母材とするにぶい黄褐色細礫質

中粒～細粒砂からなる作土層である。層厚は10cm以下である。東西溝SD301は本層の上面で検出さ

れた。時期を決する遺物は出土していないが、近隣の調査成果から室町時代に位置づけられる。RK3層、

NG3層 に対比される。

第4層 :にぶい黄褐～灰色を呈する細粒砂質シルト～粘土層で、作土層である。層厚は20～40cmあ

る。遺物は出土していないが、近隣の調査成果から鎌倉時代に位置づけられる。RK3層、NG3層 に対

上ヒされる。

第 5層 :黄褐色細粒～極細粒砂の水成層である。層厚は10cm以下である。遺物は出土しなかった。

RK4A層 、NG4A層 に対比される。

第 6層 :暗灰黄～灰色を呈するシルト～砂質シルト層である。層厚は15cm以下である。上下面とも

に凹凸が著しく、作土層と判断しうる。遺物は出土しなかった。RK4B層 、NG4B層に対比される。

第 7層 :暗灰黄～灰色を呈するシルト質粘土～シルト層で、層厚は10cm以下である。第 6層 との識

別が困難であつた。RK4B層 、NG4B層に対比される。

第 8層 :灰～黄灰色を呈する粘土～粘土質シルト層で、水成層である。層厚は15～ 30cmある。土師器。

瓦片が出土したが時期を決するだけの資料はない。下位層との関係から平安時代後期に位置づけられ、

RK4B層、NG4B層に対比される。

第 9層 :灰色シルト～粘土層である。 3枚に細分され、上位層がシルト、中。下 層は粘土であった。

層厚は20～30cmある。本層の下位は凹凸が著しいため、作土層と判断した。土師器・瓦器片などが出

土し、平安時代後期に位置づけられる。RK4B層 、NG4B層に対比される。
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第 2節 調査の経過と概要

Y-39,0201

0                      20m

l: 500

1  1
図 4 調査区位置図

今回の調査地は東西方向の都市計画

道路である敷津長吉線の予定地内に

X¬ 54360 
ある。 同路線内では、東に隣接 して

NG05-3次調査が実施されている6

また、北側では市営住宅の建替えに伴

X-154,370 
いNG06-3・ 4次調査が行われるな

ど、比較的数多くの調査が行われてい

る地域に当る。

X¬ 54,380  今回の調査は道路予定地内に250ゴ

の調査区を設け、2007年 9月 10日 よ

り、鋼矢板打設などの準備工事に着手

した。10月 1日 より機械による掘削を

開始し、調査区南半では後述の第 5層、

北半では第 4層 までの地層を除去した。以下は人力による掘削で調査を進め、適宜、遺構 。遺物の検

出作業、図面作成、写真撮影などの作業を行った。途中、10月 9日 には測量のための基準点設置作業、

11月 12・ 13日 には鋼矢板の支保工設置などの作業を行った。現地における記録作業は2008年 1月 16

日に終了し、翌日より埋戻し作業を開始した。鋼矢板・万能塀の撤去など旧状に復する作業を終え、

2月 8日 にはすべての作業を完了した。

表 3 本書で報告する発掘調査

計画道路名 調査次数 調査地番 面積 調査期間 調査担当者

敷津長吉線 NG07-1 平野区長吉出戸 8丁 目 250耐 2007年 9月 10日 ～2008年 2月 8日 積山洋
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第1節 長原遺跡の立地と既往の調査

時代の方形周溝墓が 2基検出され、その上位で古墳時代の畠を検出した。NG06-3次調査では、方

形周溝墓の周溝の可能性がある弥生時代中期の溝のほか、古墳時代中期の竪穴建物・掘立柱建物を確

認している。NG06-4次調査では、弥生時代後期の竪穴建物や古墳時代中期の竪穴建物が確認され

ている。また、ガラス玉や管玉 。臼玉も多く出土している。また、これらの調査地に挟まれる南北道

路内のNG83-1次調査では、小規模な調査ながら弥生時代前期の小穴群、弥生時代中期の住居とみ

られる方形遺構、古墳時代中期の柱穴を含む小穴群などを検出した。

NG02-5次調査地の南西約100mで行われたNG96-79次調査では、平安時代後期～鎌倉時代にか

けての井戸 。溝、飛`鳥時代の井戸
。溝・土墳、弥生時代後期～庄内式期の井戸 。溝といった遺構が検

出されたほか、縄文時代中期後半の里木式に属する縄文土器や後期旧石器時代の石器が出土した。そ

のほか、NG97-41次調査では、縄文時代晩期～弥生時代前期の流路、弥生時代中期の溝、古墳時代

前～中期の水田、奈良時代前後の井戸・溝、平安時代の小穴 。溝 。流路などが検出された。NG02-

9次調査では平安時代の掘立柱建物 。畠・水田。小穴などが見つかったほか、今から約 2万 8千年前

に降灰した平安神宮火山灰(AT)よ りも古い地層から出土した後期旧石器時代の石器遺物が特筆すべ

き遺物として挙げられる。
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第 I章 遺跡の環境と調査の経緯

の遺構群、縄文時代中期の住居状遺構、縄文時代後期の炉跡と土器集積、弥生時代の水田、古墳時代

前期の水田、古代から近世にかけての水田や耕作痕跡などを検出した。

2000年度には、同敷津長吉線予定地の東端でNG00-6次調査を実施した。東隣のNG98-20次調

査で確認された盛土遺構と一連の古墳時代中期の盛土遺構のほか、平安時代の流路が見つかった。ま

た、遺構に伴うものではないが、重弧文軒平瓦をはじめとする古代の瓦や和同開珠などの銅銭が出土

した。

2001年度に実施した同敷津長吉線予定地内におけるNG01-14次調査では、古墳時代中期と平安時

代後期の水田、古墳時代後期～奈良時代にかけての自然流路が見つかつた。奈良時代の流路からは大

量のウシ・ウマの骨とともに墨画土器・ミニチュア土器などの祭祀遺物が出土した。これらは当時の

祭祀のようすを窺い知ることのできる好資料である。

2002年度には出戸 8丁 目の同敷津長吉線予定地におけるNG02-1次調査と、同長吉東部 2号線予

定地内のNG02-5次調査を行った。NG02-1次調査では弥生時代中期の集落の一部を調査し、円形

の竪穴建物を検出した。また、その上位では古墳時代の畠遺構や奈良時代の流路を検出した。NG02

-5次調査では沖積層がかなり深くまで厚く堆積していたが、その沖積層の下部から縄文時代中期～

後期の土器が、また上部から古代～中世の遺物が出土した。

2003年度には出戸 7丁 目の同長吉東部 2号線予定地内でNG03-9次調査を行った。ここでも古墳

～平安時代の自然流路を検出し、流路の東岸で平安時代の集落の一部を検出した。しかし、その後は

湿地性の堆積層が厚く堆積し、室町時代になって耕作地として利用されるまでここは水没していたこ

とが判明した。

2004年度にはNG02-1次調査地北側に隣接するNG04-3次調査を行つた。この調査ではNG02

-1次調査で検出した弥生時代の集落や古墳時代の畠遺構の続きを検出した。中でも注目されるもの

は、「束十五」と記載された木簡の削り屑の出土があげられる。削り屑の出土により、この地で文字を

書き記した木簡の表面を削って文字を訂正し、再度利用していたことが判明した。ここで収穫された

物 (おそらくは稲などの農作物)の量を官吏が記し、荷札としたのであろう。

2005年度は、長吉東部 2号線内でNG05-2・ 3次調査を行った。NG05-2次調査では、自然流

路と中世の耕作地を検出した。NG05-3次調査では、弥生時代の盛土と溝、古墳時代の溝、古代の

流路を検出した。

2006年度は、長吉東部 2号線内でNG06-1次調査を行った。この調査では、平安時代の耕作地お

よびそれ以前の地震痕跡が検出された。弥生～古墳時代の流路や湿地状の堆積物からは土器および古

墳時代の舟形木製品が出土している。

以上が長吉東部地区土地区画整理事業に伴う調査の概要である。これらの調査については、それぞ

れ調査の次年度に整理作業を行い、『長原遺跡東部地区発掘調査報告』I～畑を刊行し、調査成果を公

表しているg

一方、長吉東部土地区画整理事業に伴う調査以外では、特筆すべき調査として、今回調査地の北か

ら北東に位置するNG03-5・ 06-3・ 4次調査がある。NG03-5次調査では調査区東南部で弥生
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調査次数等 お  も  な  内  容 文 献

NG96-79 旧石器・縄文時代遺物、弥生時代後期～庄内式期遺構、飛鳥～平安時代遺構、TP+75mで砂層 大阪市文化財協会 1997

NG97-12 旧石器時代遺物集中部、縄文時代遺物、古墳中期時代木製品、飛鳥時代竃屋・掘立柱建物 大阪市文化財協会 2000

NG97-13 古墳時代自然流路、平安時代溝 大阪市文化財協会 2000

NG97-41 縄文時代晩期～弥生時代前期流路、弥生時代中期溝、古墳時代水田、奈良～平安時代遺構 大阪市文化財協会 1998b

NG97-43 弥生時代後期溝、古墳時代自然流路、飛鳥時代溝・土墳 大阪市文化財協会 2000

NG97-52 旧石器・縄文時代遺物、古墳時代中期木製品、古墳時代後期土手状遺構、飛鳥時代遺構 大阪市文化財協会 2000

NG97-56 縄文時代後期踏込み跡、平安時代土手状遺構 大阪市文化財協会 2000

NG98-19 古墳時代中期土壇状遺構・土師器・須恵器・玉類・製塩土器 大阪市文化財協会 2001

NG98-20 古墳時代中～後期流路、古墳時代中期土壇状遺構・竪穴住居、古代～中世耕地 大阪市文化財協会 2001

TS97-7 平安時代後期井戸、土壌 八尾市文化財調査研究会 2000a

TS98-8 奈良～平安時代初期の小穴、中世井戸 八尾市文化財調査研究会 2000b

NG99-15 縄文時代石器集中部、弥生中～後期・古墳中期集落、飛′鳥時代耕地 大阪市文化財協会 2002b

NG99-19 縄文時代後期土壌、弥生～古墳時代前期水田、平安時代～近世耕地 大阪市文化財協会 2002a

NG99-41 後期旧石器時代遺物、縄文時代早～中期遺構群、古墳時代前期水田、平安時代流路・土手 大阪市文化財協会 2002a

NG00-6 古墳時代中期盛土遺構、古代溝、平安時代流路 大阪市文化財協会 2003a

NG00-30 奈良時代小穴、平安時代土墳・流路 大阪市文化財協会 2004a

NG01-14 古墳時代前期溝、古墳時代中期水田・溝群、飛′鳥～奈良時代流路 (墨画土器・獣骨出土) 大阪市文化財協会 2004b

NG01-25 中世水田 大阪市文化財協会 2004a

NG02-1 弥生時代中期集落、古墳時代畠状遺構、奈良時代流路 大阪市文化財協会 2005a

NG02-4 古墳時代盛土、中世水田 大阪市文化財協会 2004a

NG02-5 縄文時代中～後期土器、弥生時代前～中期溝・水田、古墳時代前期水田、古墳時代中期木製品 大阪市文化財協会 2005b

NG02-9 旧石器時代遺物、平安時代集落 大阪市文化財協会 2008c

NG03-5 弥生時代中期方形周溝墓、古墳時代中期ウマの埋葬、古墳時代後期溝群 大阪市文化財協会 2008a

NG03-9 弥生時代後期溝、古墳時代中・後期流路、平安時代集落 大阪市文化財協会 2006a

NG04-3 弥生時代土墳・溝、古墳時代溝、飛鳥時代溝、奈良時代流路、平安時代溝、中～近世水田・島畠 大阪市文化財協会 2007

NG05-2 流路、中世耕作地 大阪市文化財協会 2008b

NG05-3 古代流路、古墳時代溝、弥生時代盛土・溝 大阪市文化財協会 2008b

NG06-1 平安時代耕作地、ヒト・偶蹄目足跡、豊臣期畠 大阪市文化財協会 2009

NG06-2 飛鳥時代流路、中世耕作溝 大阪市文化財協会 2008c

NG06-3 弥生時代中期溝、古墳時代中期竪穴建物・掘立柱建物 大阪市文化財協会 2008a

NG06-4 弥生時代後期竪穴建物とガラス玉、古墳時代中期竪穴建物 大阪市文化財協会 2008a

NG07-1 弥生時代中期掘立柱建物 。土墳、古墳時代中期土墳、奈良時代流路、中～近世水田 本書

表2 長原遺跡における既往の調査一覧(2)

縄文時代中期以前の流路、縄文時代中期～弥生時代前期の溝・土墳、弥生時代中期の水田、弥生時代

後期～古墳時代前期の土墳 。小穴、古墳時代中～後期の土手状遺構、掘立柱建物を含む飛鳥時代およ

び平安時代の遺構群などが検出され、多様な成果を得ることができた。このうち、特筆すべきは旧石

器時代の石器製作址で、14,000点 に及ぶサヌカイト剥片とともに、約50点のナイフ形石器や削器など

のサヌカイト製品が出土しており、後期旧石器時代の石器製作技法を検討する上で重要な資料として

注目を集めている。

1998年度には、同敷津長吉線予定地内のNG98-19。 20次調査を実施し、古墳時代中期の盛土遺構

とその周辺から、祭祀に伴うと考えられる滑石製勾玉・臼玉や、多量の土器が出土した。

1999年度には、同敷津長吉線予定地内でNG99-19・ 41次調査を実施した。ここでは縄文時代早期
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調査次数等 お な 内 容 文 献

城山 mh2 弥生時代前～中期周溝墓状遺構、古墳 大阪文化財センター 1980

城山 mh3 弥生時代中期遺物、古墳時代大溝、奈良時代遺物 大阪文化財センター 1980

城山B,C区 弥生時代中期方形周溝墓、古墳、飛.鳥時代自然流路 大阪文化財センター 1986a

城山 D'E.F区 弥生時代中・後期集落、古墳時代中期水田・土壌、飛鳥～平安時代溝、中世水田 大阪文化財センター 1986b

城山 G区 弥生時代土墳群、飛鳥時代～中世水田 大阪文化財センター 1986c

NGl 弥生時代中期溝・土坂墓、古墳時代中期溝、飛′鳥時代大溝 大阪市文化財協会 1978

77年度試掘 奈良時代溝 大阪市教育委員会 難波宮址顕彰会 1978

NG12 飛′鳥時代杭列・流路・土器溜まり、平安時代土疲 大阪市文化財協会 1979a

NG16 弥生～古墳時代中期遺物、弥生時代溝、古墳時代前・中期溝・井戸 大阪市文化財協会 1979b

NG17 縄文時代晩期・弥生・古墳時代後期遺物 大阪市文化財協会 1979c

NG80-1 TP+72mで奈良時代溝、TP+69mで砂層 (NG8層 ) 大阪市文化財協会 1981a

NG80-2 弥生 ,古墳時代遺物 大阪市文化財協会 1981b

NG23 弥生時代中期遺物、古墳 大阪市文化財協会 1980

NG25 縄文時代晩期・弥生時代中期遺物 大阪市文化財協会 1980

NG83-1 弥生時代中期住居、古墳時代中期住居 大阪市文化財協会 1984a

NG83-5 TP+8.Omで砂層 大阪市文化財協会 1984b

NG83-22 TP+76mで奈良時代包含層 大阪市文化財協会 1984c

NG83-43 TP+7.8mで砂層 大阪市文化財協会 1984d

NG83-54 TP+81mで砂層 (NG5層 か) 大阪市文化財協会 1984e

NG83-63 弥生時代中期集落、弥生時代後期土器棺墓 大阪市文化財協会 1984f

NG83-65 弥生時代中期遺物、古墳時代中期土墳状遺構 大阪市文化財協会 1984g

NG84-4 古墳時代中期溝・土壌、飛′鳥時代水田、古墳時代砂層なし 大阪市文化財協会 1985a

NG84-18 TP+8.2mで泥質土層 大阪市文化財協会 1985b

NG84-49 TP+77mで砂層 大阪市文化財協会 1985c

NG84-86 弥生時代後期～古墳時代中期遺物、庄内期井戸・建物、古墳時代中期土披 大阪市文化財協会 1985d

NG85-17 縄文時代晩期遺物 大阪市文化財協会 1986

NG88-6 TP+7.8mで砂層 (飛鳥時代初頭の須恵器が出土)、 飛鳥時代包含層、奈良時代溝 大阪市文化財協会 1989

NG95-57 TP+82mで砂層 (古墳時代後期中葉の須恵器が出土)、 古墳時代後期土手状遺構、平安時代集落 大阪市文化財協会 1998a

NG95-77 TP+8.Omで砂層 (古墳時代後期前葉の須恵器が出土)、 古墳時代後期土手状遺構 大阪市文化財協会 1996

NG96-9 弥生時代後期水田、TP+82mで砂層、飛鳥 。平安時代集落 大阪市文化財協会 1999

NG96-40 TP+7.5～ 8.2mで砂層、飛′鳥～平安時代溝 大阪市文化財協会 1999

NG96-66 弥生時代中期～庄内期遺物、TP+78mで砂層、古墳時代後期～奈良時代集落 大阪市文化財協会 1999

表 1 長原遺跡における既往の調査一覧(1)

らびに大阪市教育委員会文化財保護課の立会いのもと、 2箇所の試掘調査を行った。その結果、1995

年度の調査で検出した古墳時代後期の厚い洪水堆積層に相当する地層が確認されたことから、その下

に存在する古墳時代以前の遺構面も調査することになり、現地表下 4mま での遺構・遺物が調査の対

象となった。この協議の結果を受けて長吉東部 2号線との交差点の北側に当る部分で行った、NG96

-40・ 66次の 2箇所の調査では、弥生時代後期の水田、古墳時代後期～飛`鳥時代の掘立柱建物、平安

時代の遺構群が検出された。

1997年度には、同長吉東部 2号線予定地内のNG97-12・ 13・ 52次調査と、同長吉東部 3号線予

定地内のNG97-43次調査、同敷津長吉線予定地のNG97-56次調査の合計 5箇所の調査を実施した。

中でもNG02-5次調査地の西側に近接するNG97-12・ 52次調査では、旧石器時代の石器製作址、
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第 I章 遺跡の環境と調査の経緯

(財 )大阪府文化財センター)に よって実施された調査が始まりで、当時は長原遺跡という名称ではな

く、城山遺跡としての調査であった。ほぼ同じころ地下鉄谷町線延長工事や大阪市の下水管渠工事な

どに伴う調査を(財)大阪市文化財協会 (以下当協会と記す)お よびその前身団体である長原遺跡調査会

が行った。

当地区が長吉東部土地区画整理事業の対象地域となった1995年度以降は、当協会が年度ごとに発掘

調査を継続して実施しており、1995年度から2007年度までの間、同事業に伴って実施された発掘調

査は計23件を数える(図 2・ 表 1)。

初年度である1995年度には、都市計画道路長吉東部 1号線予定地の北端部でNG95-57次調査を実

施し、厚い洪水堆積層で埋没した古墳時代後期の敷葉工法によるとみられる土手状遺構や流路、飛`鳥

時代と平安時代の掘立柱建物などを検出した。

1996年度には、前年度調査地の南側で長さ約42m分を対象にNG96-9次調査を実施し、弥生時代

後期から古墳時代初頭の水田、飛`鳥時代の掘立柱建物などを検出した。また、同年度には大正川の西

側に沿う同長吉東部 3号線予定地も調査の対象となり、大阪市建設局長吉東部土地区画整理事務所な

Y-39,0001 Y-37,0001

」戸月弓援肇

図 2 周辺の遺跡と調査地
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第 I章 遺跡の環境と調査の経緯

第 1節 長原遺跡の立地と既往の調査

1)長原遺跡の地理的環境と調査地

長原遺跡は河内平野の南部に位置し、羽曳野丘陵から北に派生した瓜破台地の東部に立地する

(図 1)。 瓜破台地は西縁が急な傾斜で、この傾斜がそのまま沖積層の下へと潜り込むのに対し、台地

の東縁は北東方向に緩やかに沖積層の下に埋没している。そのため、瓜破台地の東縁に位置する長原

遺跡では、低位段丘の埋没深度は比較的浅くなっている。また、長原遺跡の北側に拡がる沖積平野に

は幾筋もの河川と自然堤防が見られ、これらの自然堤防の上にはさまざまな時代の多くの遺跡が立地

している。

長原遺跡は大阪市平野区長吉長原 。長原東 。長原西・出戸・川辺 。六反に所在する、後期旧石器時

代から江戸時代にかけての複合遺跡である。1973年に地下鉄谷町線延長工事に伴う試掘調査で数基の

古墳が発見されて以来、約30年にわたつて発掘調査が継続して行われている。これらの調査成果の蓄

積により遺跡の全体像の解明が進んでいることや、厚い沖積層の堆積により各時代の遺構面が良好に

残存していることなどでも著名な遺跡として知られている。調査の進展と同時に遺跡の拡がりが逐次

確認され、現在では遺跡は東西約2.Okm、 南北約2.5kmの範囲に及ぶ。このため、遺跡全体を8つの地

区に区分し、それぞれ北 。東北 。東 。東南 。中央 。南・西 。西南地区と呼称している(図 2)。

本書で報告するNG07-1次調査が行われた長吉出戸

8丁目は、長原遺跡の東北地区に位置する(図 2)。 東北

地区は長原遺跡の中でも低位段丘層以下が地中深くに埋

没し、沖積層が厚く堆積する地域である。東北地区の北・

東端は八尾市との市境となり、亀井 。太子堂・老原・木

の本などの遺跡と隣接する。

2)既往の調査

長原遺跡東北地区ではこれまで多くの発掘調査が実施

されている。以下にそのおもなものを記す。なお各調査

の文献名は表 1・ 2を参照されたい。

長原遺跡東北地区の本格的な調査は、1978～ 1985年

の飛行場幹線特殊マンホール建設および近畿自動車道松

原天理線建設工事に伴い、(財 )大阪文化財センター (現 図 1 長原遺跡の位置

-1-
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図18 NRl101出 土遺物実測図(3)
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図19 NRH01出 土遺物実測図 (4)

44は杯Bである。43は底部が未調整である。42は飛`鳥Ⅱ、43は飛′鳥Ⅲ～Ⅳ、44は平城宮土器Ⅱ前後に

位置づけられる。45。 46は壺である。45はほぼ完形で、日縁部は水平に大きく外方に開き、肩部の屈

曲は明瞭である。外面にはオリーブ灰色の自然釉が掛かる。平城宮土器Ⅱ～Ⅲのものであろう。

47～51は古墳時代中期の韓式系土器と考えられるものである。47～49は第Hd層、50。 51は第1lc

層から出土した。47～49は軟質の土器で、外面には縄薦文タタキが施される。50・ 51は把手付鍋もし

くは甑である。51は外面はタタキ調整で、把手の上方には切り込みを入れている。

52は滑石製の有孔円盤もしくは勾玉である。第1ld～ 1le層から出土した。扶れ部には破損したの

ちの再研磨が認められる。53は土製紡錘車で、算盤玉形を示す。第1ld層から出土した。古墳時代中

期に属するものであろう。

55は形象埴輪で第Hb層 より下部から出土した。馬形など動物埴輪の脚部と考えられる。
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図20 NRH01出土遺物実測図(5)

54・ 56～ 91は土師器である。76。 90は 第Ha層、63は 第1lb層、60・ 80・ 82は 第Hb層 より下位、

79は 第1lb～ 1lc層 、59・ 61・ 68。 70。 71・ 77・ 78。 85～ 88は 第1lc層 、56・ 58。 64～ 66・ 81・ 89

は第1ld層、54・ 67・ 69。 74・ 84は第1ld～ He層、57は第1le層 、62・ 72・ 83・ 91は第11層最下部

付近、73は細かな層準は不明であるが第11層からそれぞれ出土した。

56・ 57は古墳時代中期の甕である。57の体部は球形で、日縁部は直線的に外方に開く。内外面とも

-30-



にハケメ調整が施される。

54は高杯である。脚部から裾部へと屈曲をもって移行し、

円形のスカシ子しがある。

58～64は杯である。58は外面にはユビオサエの痕跡がある。

61は 内面に 2段の放射状暗文と螺旋状暗文が施されている。

62～64は杯 Aである。62の底部付近はケズリ調整である。63

の内面には放射状の暗文が、外面底部付近にはケズリ調整が

1:1

図21 NRl101出土銅銭拓影

認められる。64は内面に2段の放射状暗文と螺旋状暗文が施されている。飛`鳥時代に遡る可能性があ

るものも含まれるが、概ね平城宮土器Ⅱ～Ⅲに中心があろう。

65は皿である。内底面には螺旋状暗文と放射状暗文が施されている。

66・ 67は小型の椀である。ともに内面は板ナデ調整で、外面は67はユビオサエが施されている。

68は鉢である。日縁部は内湾し、端部は平坦な面を持つ。

69～82は甕である。69～71は甕A、 72～82は甕Bである。69～71は体部外面と口縁部内面にハケメ

調整が施されている。体部内面はナデ調整である。70・ 71は下膨れの形状で、70の回縁部は上方に拡

張し、端部は面を持つ。72～82は体部外面はユビオサエ、内面はナデ調整で仕上げられる。体部と頸

部は強いナデにより明瞭に区分される。日縁部は屈曲を持って外反するものがほとんどであるが、73

のみ屈曲が弱い。平城宮土器Ⅱ～Ⅲであろう。

83・ 84は把手付甕である。83は平底に近く、体部外面がハケメ調整、内面がユビオサエで、頸部に

は強いナデが施される。84は内外面ともにハケメ調整である。

85～91は墨画土器で、86・ 87は人面墨画土器である。86・ 87は 2面に人面が描かれる。眉。目。鼻。

頬など各部の表現のほか、頸部に直線を描き、日縁部内面に放射状の線を配するなど、極めて似通つ

ており、同一の人物により描かれた可能性が高い。85は体部に縦方向の線を描くが、破片のため全体

の構図は明らかでない。90。 91と 同様の文様の可能性がある。88は頸部と底部付近に横方向の圏線を

描き、これらを多数の縦方向の直線でつないでいる。89は体部には「U」字状、日縁部内面には直線状

の文様が描かれている。90。 91は把手付甕に描かれている。頸部と底部付近に横方向の圏線を描き、

これらを多数の縦方向の4本の直線でつなぐという類似した文様である。

92は和同開称で、いわゆる隷開和同(新和同)である。第H層の最下部から出土した。

上記で見たようにNRl101か ら出土した遺物は、大きく時期が遡るものは別として、平城宮土器Ⅱ

～Ⅲを主体とし、奈良時代前半の流路と考えられる。また、最下部からも奈良時代の土器が出土して

いることから、本来は重複して存在した古墳～飛鳥時代の流路はNRl101の水流によって失われたと

いえよう。

これらのほかに、ウシ・ウマなどの動物遺体が多く出土した。遺存状況は悪く、解体痕などの詳細

は不明である。

NRl101出土遺物の内容は墨画土器のほかウマ 。ウシなどの動物遺体など、祭祀に係る遺物を多く

含むことが注目される。これまでの上流部での調査でも確認された内容であり、本流路において祭祀

-31-



第Ⅱ章 調査の結果

行為がなされていたことを示す資料である。

2)奈良時代の調査地のようす

これまでの調査成果もあわせて考えると、調査地には大きく見て、西流する奈良時代の自然流路

NRl101があったことが判明した。流路からは墨画土器やウマ・ウシなど、祭祀行為を窺わせる遺物

が多く含まれており、水辺にて祭祀行為が行われていたことを追認する結果となった。しかしながら

今回の調査では、具体的に祭祀を行った場所については明らかにできなかった。

これまでの調査では、本流路と重なって下部に古墳～飛′鳥時代の流路があったことがわかっている

が、本調査地においてはNRl101の激しい水流により失われていた。また、出土遺物の時期も上部と

下部とで大きな差は認めがたいことから比較的短期間のうちに埋没したと推定できる。その後は後述

するように湿地状の窪地として平安時代まで痕跡が残っていたものと考えられる。
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第 4節 平安時代以降の遺構 と遺物

1)第 10層 出土遺物 (図24、 図版17)

第10層は、粗粒砂混り粘土質シルト～粘土からなる自然堆積層であり、NRl101埋没後の窪みに堆

積した地層である。本層からは以下の遺物が出土した。

93は土師器小皿で最上部付近から出土した。平安時代Ⅲ期頃のものであろう。94は土師器蓋でつま

みは高い。細かな時期は決しがたいが奈良時代中葉以降のものであろう。95は形象埴輪である。筒形

であり動物埴輪の脚部と考えられる。96は土師質の平瓦である。全体的に磨滅しているが、凹面には

布目痕がある。103は須恵質の平瓦片で凸面に縄タタキ、凹面に布目を残す。

第11層 に奈良時代後半の遺物が含まれていなかったことから、NRl101が奈良時代前半のうちに急

速に埋没した後、平安時代にかけて長期間湿地状の窪みとして残されていたと考えられよう。

2)第 9層下面の遺構 (図22、 図版11)

第 9層は作土層であり、本層を除去すると下面にて多数の踏込みとみられる窪みを検出した。また、

北西部においては、高さ0.05mほ どで東西方向に踏込みの少ない部分が帯状に広がっており、畦畔の

痕跡の可能性がある。

3)第 9層出土遺物 (図 24。 図版12・ 17)

第9層からは以下の遺物が出土した。

97は土師器小皿である。平安時代Ⅳ期古段階のものであろう。98は土師器皿である。平安時代Ⅲ期

新～Ⅳ期古段階のものであろう。99は和泉型の瓦器椀である。平安時代Ⅳ期中段階のものである。

これらの遺物から第9層の年代は11世紀末～12世紀前半に位置づけられよう。

4)第 4層上面の遺構 (図23・ 図版12)

調査は第 4層上面から開始した。そのため第 4層以上に掘込み面がある遺構も同一面での検出と

なっている。また、南半部については、第 6層上面まで機械によって掘下げたため、遺構検出作業は

行えていない。

第4層上面は、水成層である第 3層によって覆われている。第 4層上面では踏込みとみられる窪み

が多数検出された。また、西端部では踏込みが認められる部分と認められない部分とが平面的に区分

できた。この部分は調査地の西および南壁では、わずかながら畦畔状の高まりとして観察することが

できたため、平面では高さの違いとして検出できなかったが、南北方向の畦畔とそれに取付く東西方

向の畦畔が存在した可能性がある。断面の観察では、南北方向の畦畔は下幅で2.Om程度、高さは0.lm

未満、東西方向の畦畔は下幅で2.Om程度、高さは0.lm未満である。

時期を決するだけの遺物は出土していないが、周辺の調査結果から鎌倉時代の水田面に相当すると
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図24 各層出土の遺物実測図

(第 10層 :93～ 96・ 103、 第 9層 :97～ 99、 第 2層 :100～ 102)

考えられる。

また、調査地北端では、不整形ながら北へと下がる溝状の落込みSD301を検出した。掘込み面は断

面の観察から、第 3層上面であることを確認した。幅は2.Om以上、深さは0.3mで底は細かな凹凸が

認められるものの概して平坦に近い。埋土は第 4層を始めとする偽礫を多く含む埋戻し土である。遺

物は出土しなかった。

5)第 2層出土の遺物 (図24)

壁面からの採集であるが、第 2層からは以下の遺物が出土した。

100は肥前陶器皿である。101は青磁の小壺である。102は須恵器鉢で、下位層からの混入である。

古い遺物も含んではいるが、第 2層の年代は江戸時代といえ、周辺の調査結果とは矛盾しない。

6)平安時代以降の調査地のようす

奈良時代の自然流路が奈良時代前半のうちに埋没後、平安時代までは湿地状の堆積であったといえ

る。その後、第 9層が示すように平安時代後半には耕作地として利用されはじめ、現代にいたるまで

耕作地として利用されていたといえる。

―

‐

―
―

―

―――

― ―――

― ―――

― ―――

― ―――

――――――――
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

第 1節 調査地周辺の弥生～奈良時代のようす

1)は じめに

本章では今回の調査結果に加え、調査地周囲の既往の調査成果を踏まえつつ、出戸自然堤防北端部

での土地利用の変化について概観する。

今回の調査で得られた概要を記すと以下のようになる。弥生時代中期後半では、掘立柱建物 2棟の

ほか土墳が確認され、集落の一部であったことが明らかとなった。古墳時代中期には土l■―があるのみ

で詳細は不明である。飛鳥時代の遺構は確認できなかったが、周辺の調査から奈良時代のNRl101と

同じ位置に自然流路があったものと推測できる。

奈良時代には飛`鳥時代から継続する自然流路が調査地のほぼ全域を覆っている。墨画土器やウシ・

ウマなどの動物遺体の存在から、この流路において祭祀行為が行われたことは間違いない。奈良時代

前半の比較的短期間のうちにこの流路が埋没したのちには、平安時代にかけて湿地状となる。平安時

代後半には、作土層や畦畔が認められることから耕作地として利用され、耕作地としての利用は近年

にいたるまで継続するようである。

こうした今回の調査成果を、周辺での発掘調査成果とあわせ関連づけて捉えてみたい。時代的には

奈良時代までを対象とする。

2)弥生時代中期

今回の調査では弥生時代中期後半の掘立柱建物 2棟と土墳が確認された。同時期の長原遺跡東北地

区西半で見つかっている遺構を図25に示した。既往の調査については表 1・ 2を参照されたい。

同時期の居住域として、東のNG02-1次調査地では、弥生時代中期後葉の建物が 2基と井戸 1基

が検出されている。SB801は直径7.5mに復元される円形プランの建物である。この建物のものとみら

れる排水溝SD805が北東に延びており、NG04-3次調査地でその続きが見つかっている。NG06-

4次調査地では弥生時代中期後葉の土器集積が調査地東部で検出されたが、遺構としての密度は希薄

であり、西に向って地形がやや下つていた。さらに北西の城山遺跡その2調査区でも、同時期の建物

群が見つかっている。このうち掘立柱建物は梁行側の柱間隔が広く、今回検出した建物の平面形と共

通することが注目されよう。

今回の調査地の東から北東にかけて位置するNG03-5次調査地南区では2基の方形周溝墓が検出

されている。これらの遺構から出土した土器は弥生時代中期中葉から後葉の前半期にかけてのもので

ある。また(その西側に位置するNG06-3次調査南調査地では周溝状の遺構が確認されている。溝

-37-



第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

からは体部下半に穿孔のある土器が多数出土していることから、溝は方形周溝墓のものである可能性

が高い。時期はNG03-5次調査地と同様であり、弥生時代中期の墓域が広く存在していると考えら

れる。

このように、弥生時代中期にあっては、東西に拡がる集落域の北に墓域が隣接していた景観が復元

できよう。

3)弥生時代後期

弥生時代後期の遺構分布を図26に示す。

今回の調査では、弥生時代後期の遺構は検出できなかった。また、遺物の出土量もごくわずかであつ

た。しかしながら北西の城山遺跡その2地区や北のNG06-4次調査など周辺の調査では、建物跡が

見つかつている。NG06-4次調査地で検出したSB802は直径10,00mの大型の竪穴建物であり、同地

区の中では最大級の規模である。鉄鏃や不明鉄製品、ガラス玉 1点が出土しており、規模 。内容とも

に周辺の竪穴建物群において核となる存在であったと推測される。また、今回の調査地の西隣で行わ

れたNG08-3次調査では、多量の遺物のほか、竪穴建物が検出されており、一帯が集落域の一部であっ

たことが明らかになっている。

このことから今回の調査地では小面積の調査という事情もあり、たまたま同時期の遺構については

遺存していなかったものと考えられる。

4)古墳時代中期

古墳時代中期の遺構分布を図27に示す。

今回の調査では、土墳が 2基確認されたのみであるが、奈良時代前半の自然流路NRl101か ら多く

の遺物が出土している。近隣では、古墳時代前期の遺構 。遺物は少ないが、古墳時代前期末から中期

にかけて、NG06-3・ 4次調査地では竪穴建物、総柱建物、柱穴、溝が検出され、NG03-5次調査

地では溝や馬の埋葬が見つかつた。

竪穴建物はNG06-4次調査地で4棟、NG06-3次調査地で 3棟が見つかつており、NG06-3次

調査地では竪穴建物に隣接して総柱建物がセットで設けられ、 1つの居住単位を構成していた可能性

がある。

また、NG06-4次調査地SB7001床面からは多くの粘土が出土している。とりわけ南東部粘土塊で

は、拳大の粘土を集めた状況が観察された。これらの粘土は、土器の原料としての他、粘土椰や竃材、

柱の根巻きや貼床材として備蓄されていた可能性がある。

また、NG03-5次調査ではウマの埋葬が認められた。ウマの埋葬は四條畷市の蔀屋北遺跡でも確

認されている。ともに韓式系土器が多く出土する遺跡であることから、ウマの飼養と渡来人との係わ

りが示唆される。

また、居住域が拡がっていたNG06-3・ 4次調査地の南東に隣接するNG02-1・ 04-3次調査

地では畠の畝間とみられる小溝群が分布しており、居住域の北西の城山遺跡D地区では水田が見つ
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

かっている。集落を取り囲むように耕作域が拡がっていた景観が復元できよう。

こうした配置から見ると今回の調査地は集落域と耕作域との境付近に位置しているといえる。一部

分の調査のみであるため、今回の調査地が居住域であるのか、耕作域であるのかを断定するだけの資

料はないが、遺構が希薄であることを積極的に考慮すれば、調査地付近は耕作域であったといえるか

もしれない。

5)古墳時代後期～飛′鳥時代

今回の調査では当該期の遺構は確認できなかった。先述したように古墳～飛`鳥時代の自然流路が本

来ならば存在した場所であるが、奈良時代の自然流路NRl101の急激な水流によつて失われたと考え

られる。

調査地の北東に位置するNG03-5次調査地では、古墳時代後期の小溝群が検出された。小溝群は

KM01-4次調査地ではイネ、アワ、ヒエの種子が、NG02-8次調査地ではイネなどの植物種実が

検出され、耕作に係る遺構と考えられている。また、東に位置するNG02-1・ 04-3調査地におい

ても古墳時代中期～後期の小溝群が検出され、畝間溝と推定されている。自然科学的な分析の結果、

イネ科の花粉が多出している。

このように古墳時代中期～後期にかけては耕作域が周辺に拡がっていると想定できよう。また、続

く、飛′鳥時代には調査地の西側のNG08-3次調査で水田跡が検出されている。周辺でも同時期の水

田跡が見つかっており、条里制の施行についても論じられている。このことから飛鳥時代にも周辺は

耕作域として利用されていたものといえる。耕作に際しての用排水は、NRl101の前身となる流路が

果たした役割は大きいと思われる。

6)奈良時代

奈良時代の遺構分布を図28に示す。

今回の調査では奈良時代前半の自然流路NRl101が確認された。この流路は東のNG01-14・ 02-

1・ 04-3・ 05-3次の各調査でも確認されており、蛇行を繰り返しながら、大きく見れば西流して

いる。この流路の下位には、古墳～飛′鳥時代の流路が重複しており、長期間流路が存在するような地

形の変換点であつたと考えられる。この流路の位置と、古墳時代以前の土地利用の分布の境が共通す

るのは決して偶然ではないであろう。

今回の調査を含め、この流路からは人面墨画土器やウマ・ウシなどの動物遺体など、祭祀行為を窺

わせる資料が多く出土していることが特徴的である。祭祀を行った具体的な場所については明らかで

ないが、流れの方向から考えると、土器に磨滅が少ないものが多いことから、今回調査地からほど遠

くない束の上流域が想定できよう。NG01-14次調査ではこれらの祭祀関係の遺物とともに解体痕跡

のあるウシが見つかっており、重要な候補地のひとつであるといえよう。

長原遺跡周辺では飛鳥時代以降大規模な水田開発がなされ、奈良時代には爆発的にその範囲が拡が

る。条里制に基づいたと推定される南北 。東西方向の畦畔も確認され、国家など強大な権力を背景に
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

した大規模な開発主体による経営がなされたことは想像に難くないであろう。こうした大規模な水田

経営を背景としてこの自然流路において祭祀が行われたと考えられよう。この流路は奈良時代前半に

急速に埋没する。皮肉にもこの洪水を引き起こした背景にはこうした大規模開発による上流部におけ

る保水力の低下であったのかもしれない。
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第 2節 地層の水平断層について

長原遺跡では、地層の液状化・流動化や、これに伴う噴砂など、地震によるとみられる堆積異常現

象が随所で観察されてきている。そのひとつ、地層中を極低角に拡がって上盤と下盤をほぼ水平に分

断し上盤の移動を伴う剪断(水平断層(註 1))は、沖積層の厚い遺跡東北地区で1995年に確認されて以

来、いくつかの報告がある[大阪市文化財協会1996a。 2002b。 2008cな ど]。 この断層は地層面との

関係にあっては層面断層に類するものであるが、ここでは、本調査地で観察された水平断層を記載し、

その成因と時期について、本調査地東側のNG05-3次調査地の観察と合わせて若千の検討を行う。

1)水平断層の形態

本調査地の水平断層は、第11～ 13層中に認められる。調査地南壁の東西断面では、明瞭な一連なり

の断層面が緩く波打ちながらほぼ水平に延び、中央部では下位に1～ 2面が分岐。派生している。西

壁の南北断面では、南壁から続く断層面の上。下に分岐。派生し、2～ 3面が水平方向に延びている。

分岐面の末端では、上盤が下盤に低角で衝上する傾向にあり、この傾向は特に東西断面で顕著である

(図 5。 31)。

断層面は厚さ5 cm未満の中粒～細粒砂やシルト質細粒～極細粒砂の断層ガウジを挟む部分と、面構

造だけが認められる部分とがある。断層ガウジはガウジ周囲の地層堆積物の組成を反映しており、砂

層中のものは砂質で、シルト層中のものは泥質である。また、NG05-3次調査地では、断層面のガ

ウジが噴砂脈に連続する様子も観察されている[大阪市文化財協会2008c]。

2)水平断層の変位量

水平断層の変位量が求められた遺構は、第12層上面で検出したSB1201・ 1202と 、第11層掘下げ中

に検出した第12層上面の杭 1・ 2である。

SB1201で は 6箇の柱穴すべてが、TP+6.8～ 6.9mに拡がる水平断層により上下に分断されてい

た。SP1203では上盤の柱痕跡が下盤の柱痕跡に対してN64° E方向に1lcmずれていた。その他の 5

箇の柱穴は柱痕跡が下盤側で確認できていないため、計測値の精度は高くなく、特にSP1205。 1206

は下盤の柱穴が不確かではあるが、上盤 。下盤それぞれの検出面における柱穴の掘形のずれをみる

と、SP1201が N58° E方向に15cm、 SP1202が N60° E方向に13cm、 SP1204が N56° E方向に14cm、

SP1205が N44° E方向に16cm、 SP1206が N43° E方向に22cmであった(図 7・ 29)。

SB1202で は 6柱穴の内 4柱穴で、TP+6.8m付近に拡がる水平断層による分断が確認できた。西

列の 3柱穴は柱痕跡により確認できたもので、SP1207が N85° E方向に24cm、 SP1208が N92° E

方向に22cm、 SP1209が N77° E方向に14cm、 上盤が下盤に対 してずれていた。 また、東列南端の

SP1212では柱穴の掘形がN83° E方向に12cmずれていた(図 8・ 29)。

杭 1は、残存長155cmの上から75cm。 直径80mmの位置で、TP+6.8m付近に拡がる水平断層により
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第 2節 地層の水平断層について

切断されていた。杭のずれは上盤側が下盤側に対してN71° E方向に14.8cmであった(図 15)。

杭 1の東151cmにある杭 2も また、TP+6.8m付近に拡がる水平断層により切断されていた。杭のず

れは上盤側が下盤側に対してN52° E方向に13cmであった(図29)。

NG05-3次調査地では、南壁の東西断面で上盤が下盤に対して東へ27cmと 14cm、 中央の南北断面

では北へ14cmのずれが記録されており、推定平均変位量はN52° E方向に25cmのずれとなる(図31)。

3)水平断層の微細変形構造

微細構造を観察するための試料は、下盤側杭 1の西へ約90cmの箇所で、断層面のずれ方向と直交方

向を含む2断面(以下、平行断面 。直交断面と呼ぶ)から採取した。 2試料とも砂質シルトからなり、

両方の上盤側がともにより砂質である。試料は開口14.2cm× 7.8cm、 深さ2.5cmの プラスチックケース

を壁面に押し込んで不撹乱で採取し、自然乾燥により大方の水分を徐々に除去したのち、凍結乾燥に

より水分をほぼ完全に除去した。その後、エポキシ系樹脂を含浸させ、片面を研磨して観察面とした

(註 2)。 乾燥による収縮率は1～ 3%であった。構造図の描画にあたっては、試料の研磨面を実体顕

微鏡およびルーペで直接観察するとともに、研磨面をスキャナーで読み取り、パーソナルコンピュー

タに取込んで液晶画面に画像表示させて、任意に拡大して観察しながらトレースした。

(i)平行断面 :平行断面の写真と構造図を図30-1。 2に示す。主断層面はA7か らN6に緩く波打

ちながら延びている。波の峰はD6。 K6に、谷はA6付近・F6。 N6の東佃1(推定06付近)にあり、

波高は 3～ 4 mmである。波長は60～ 80mmで、東側へ徐々に長くなっている。試料全体に液状化によ

る堆積構造の崩れや曖味さがあるが、不鮮明ながら変形構造が認められる。

下盤では傾斜櫂曲～反転櫂曲が折り重なっている。櫂曲軸はやや不規則に傾き、向斜軸がK6-1/

」8:西落ち約50° 、H/16-E/F8:同約30° 、C6-A7:同 約30° 、背斜軸がN7-M8:同 約50° 、

J6-G/H8:同 約60° 、F6-D7/8:同約30° 、D6-A8:同 約30° であり、上方で傾斜を緩くして、

断層面付近では上述の断層面の波状起伏に位相をずらしながら調和し、主断層面に収敏している。さ

らに後 2者の向斜軸は下方 :D7/8・ A8で40～ 60°東落ちに折れ曲がっている。

上盤では東上がりの微小断層とみられる線構造が認められる。L6-N4:東 上がり約30° 、G6-

」5-K4:同 10° ～55° 、E6-14-K2:同 20° ～50° 、A6-D6-E/F5:同 10° ～25° 、A6-

C/D5-E3:同 20° ～50° のほか、数筋が認められる。その中でE6-14-K2と A6-C/D5-

E3の断層はA6-Nlに 延びる暗色層を分断しており、また、どの筋も下方で主断層面に収敏して

いる。上盤ではまた、H2-H6に 延びる幅 2 mm未満で垂直移動 l mm未満の極細いグラーベン状の断

層帯や、D4付近に垂直移動 l mm未満の微小断層群が認められる。

(五 )直交断面 :直交断面の写真と構造図を図30-3・ 4に示す。断層面はN4/5-A4/5に 延びるも

のと、これから低角で分岐してM4/5-F3/4-A3/4に 延びるものが認められる。

下盤では層厚 2 mm内外の比較的泥質な4枚のラミナが認められ、その内の 1層 F5/6-K5/6-M5

が中央で浅く皿状に凹んでいる。その凹みの中のK5付近のラミナには、南下がりで垂直移動 3 mm以

下の微小正断層群が認められる。また、凹みをつくるラミナの下位には、これと調和的にラミナE5
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図30 水平断層の微細変形構造
1:ずれ方向に平行する附F面写真、2:同 、構造図、3:ずれ方向に直交する断面写真、4:同 、構造1劇
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

―H6と D5-F6が 並行する。F4/5-K5/6-M5の 凹み直下でE5-H6と D5-F6北 側のK6

～ 7付近には、微小な傾斜櫂曲も認められる。

上盤ではN4/5-A4/5の 断層面と平行する線構造K4-H3が あり、M4/5-F3/4-A3/4の 断層

面と同様に、M4/5付近から分岐した断層面であろう。A3/4-Glを 通る暗色層は、これらの断層面

を覆うようにE3付近で北へ跳ね上がっている。

4)水平断層の成因と時期

平行断面に顕著に現れているように、断層面と上盤・下盤の変形構造は、地すべりや逆デュープレッ

クス(註 3)の脚や屈曲部、末端に見られる逆断層に類似した現象である。この水平断層面は水平方向

のすべり面であり、杭を引きちぎる強烈なすべり現象を引き起こした原因は、地震の横揺れであると

考えられる。下盤の櫂曲軸のいくつかが折れ曲がっているのは、横揺れが反復した結果であろう。

SB1201では下盤の柱穴が不確かな柱穴 2箇を除いた4箇の柱穴がN56°～64° Eに まとまっていて、

平均N60° Eであり、上盤側の平均水平移動距離は13cmである。一方、SB1202は N77° ～92° Eに ま

とまっていて、平均はN84° Eであり、上盤側の平均水平移動距離は18cmである。また、杭 1・ 2は

N71° ・52° Eであり、移動距離は15cmと 13cmである。これらのことは、同時存在したと考えられる

第12層上面の遺構が、方向が少し斜交する2方向の横揺れによって被災したことを示唆する。すなわ

ち、SB1201と 杭2は N55° E前後(N52°～60° E)の横揺れにより、SB1202と 杭 1は N71° ～83° Eの

横揺れにより切断されたものと推定される。

図31の NG05-3次調査地側には、噴砂を伴う地面の割れ目が図示されているが、図示されていな

い現地で測定した割れ目を含めた14本の計測値は、N7° 。32° ・37° ・38° 048° ・50° ・53° ・54° ・

55° ・58° ・60° ・62° ・73° ・74° Eである。N30° ～40° E、 N45° ～65° E、 N70° ～75° Eの範囲に

まとまりがあり、特にN50° ～55° Eに高いモードがある。これらの割れ目は、上述した2方向のすべ

りによる圧縮により、当時の地面が引き裂かれて地割れしたものであろう。

なお、2方向のすべり現象が、 1つの地震の本震や余震にあたるものか、表層の不等移動によるも

のかは明らかでない。その解明には、分岐する断層面や微細構造の解析が課題になる。

当該する地震の時期について簡単に検討しておく。[大阪市文化財協会2008c]に よれば、NG05-

3次調査地第12層から平安時代の土器を含む同第10層 まで変形しているが、13世紀代の土器を含む同

第9層には変形が認め'ら れていないことから、この地震は古代末～中世初めに発生した可能性がある。

この結果は本報告でも同様である。そのころ大阪平野とその周辺地域が被災した地震には、1096年の

永長東海地震、1099年の康和南海地震、1185年の文治京都地震などがある[寒川旭2007]。 当該地震

はこれらのひとつである可能性がある。

註)

(1)[狩野謙一 。村田明広1998]の 呼称による。

(2)試料の樹脂含浸と研磨は、株式会社ニチカに委託した。

(3)[Woodcock and Fischer 1986]を 引用した[垣見俊弘・加藤硯-1994]に よる。

-50-



第Ⅳ章 調査成果のまとめ

今回の調査では、弥生時代中期後半の竪穴建物や土墳、古墳時代中期の土墳、奈良時代の自然流路、

平安時代～鎌倉時代の耕作痕跡など、各時期にわたって多くの成果をあげることができた。ここでは、

時代ごとに調査成果を振り返ることで、まとめとしたい。

古墳時代以前

旧石器時代については遺物が出土せず、また、縄文時代についても縄文土器と考えられる土器細片

が 1点出土したのみであり、両時期の様相は明らかにすることができなかった。

今回の調査地で検出した弥生時代の遺構は中期後半のものである。掘立柱建物 2棟のほか土墳を確

認した。集落の一部であつたといえる。当該期の集落は東および西で見つかっている。特に、検出さ

れた掘立柱建物の形状は、北西の城山遺跡の掘立柱建物と類似′点が多く、これらの集団の関係を探る

うえで興味深い。一方、方形周溝墓からなる墓域は北側に展開しており、集落と墓域との関係が明ら

かになったといえる。

弥生時代後期の遺構は確認できなかったが、近隣の調査で竪穴建物などが検出されていることから、

集落域の一部であったと推定される。流路などの削剥により失われたか、偶然調査区内には分布して

いなかったのかもしれない。

古墳時代では中期の土墳を確認した。周辺の調査結果からは、調査地は集落というよりも耕作域で

あつた可能性がある。また、奈良時代の流路からの出土遺物であるが、初期須恵器や韓式系土器など、

古墳時代中期の遺物を多く含んでおり、同時期の集落が広範囲に拡がっていることを推測させるもの

である。

奈良時代

奈良時代前半に埋没する自然流路を検出した。これまでの調査成果と合わると本流路は大きく蛇行

を繰り返しながらも、概ね西方向に流下していることがわかった。この下位には飛′鳥時代の流路が重

複しているが、今回の調査地では、検出できなかった。急速な水流によって、埋土が置き換わったも

のと推測できる。

自然流路からは土師器 。須恵器などの多数の土器とともに人面墨画土器、ウマ・ウシなどの動物遺

体など、祭祀行為を彿彿とさせる遺物が多く見つかった。東におけるこれまでの調査でも確認されて

おり、奈良時代前半において本流路が祭祀の場であったことは確実である。

この流路は奈良時代前半期に急速に埋没することとなる。長原遺跡の水田開発と合わせ考えると、

上流部での開発行為により、洪水による大きな被害を招いた可能性もあろう。

平安時代以降

奈良時代前半のうちに流路が埋没したあとも、平安時代にかけて湿地状の環境であったようである。

平安時代後半には、畦状の高まりや、踏込み、作土層の存在などから、耕作域として利用されていく。
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第Ⅳ章 調査成果のまとめ

その後も幾度もの洪水による災害を被るが、耕作地としてその都度、復旧を果たしている。耕作域と

して利用される状況は江戸時代、さらには現代にまで、引き続くものである。

また、今回の調査では地層の水平断層などの大規模な地震の痕跡をいくつか確認し、自然科学的な

分析をカロえることができた。

調査地周辺では北側において多くの調査がなされている一方、南側ではそれほど調査件数は多くな

い。さらなる調査の積み重ねによって。各時期のより具体的な状況が明らかとなるであろう。
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あ と が き

長原遺跡東部地区の発掘調査報告書は今回で13冊を数える。当地区では遺跡が地中深く

埋没することから、当初、手探りで開始した調査であったが、数多くの調査を積み重ねる

ことにより、近年では遺跡の具体的なイメージが把握できるようになってきた。

今回の調査では、弥生時代の集落跡や、祭祀関係の遺物を多く含む奈良時代の河川を検

出した。これらは、これまでの調査でも確認されていたもので、初めての発見というわけ

ではない。しかしながら、今回の調査成果を付け加えることにより、これまでの知見を追

認したり、修正することが可能となるのである

遺跡の実態を正確に復元するためには、仮説と検証を繰り返し行わねばならず、より多

くの発掘調査の積み重ねが必要である。その成果は、多くの人々により共有され、多方面

からの検証を加えていかねばならない。

本書が今後の調査 。研究の土台となることを願う次第である。

(趙哲済)



ヲ|

い 石槍……………………… 25            な 長原遺跡………………… 1,2,3,4,5,6,7,9,13,

か  y=暑子・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,33                                         37,39,40,41,42,43,45,51

火山灰…………………… 14            た 竪穴建物‥……………… 6,7,21,22,38,51

滑石製模造品…………… 5,29           て 出戸……………………… 1,6,8,37

韓式系土器……………… 23,29,38,51        と 動物遺体………………… 23,31,37,42,51

く  杭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23,25,45,47,50              土墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,7,15,19,21,22,37,38,

け 畦畔……………………… 33,37,42                      51

さ  祭祀・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,6,31,32,37,42,44,51    は  土自市器・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,14,19,21,23,30,33,51

サヌカイト……………… 5,21,25           柱穴……………………… 7,1519,21,38,45,50

し 地震……………………… 6,14,15,23,45,46,50,52    畠………………………… 6,7,38

自然堤防………………… 1,37           ひ 肥前陶器………………… 9,36

自然流路……‥………… 6,21,23,32,36,37,38,42, へ 平城宮土器……………… 29,31

44,51           ほ 方形周溝墓……………… 7,21,37,38,51

城山(遺跡 )・ ……………・ 2,21,37,38,51        紡錘車…………………… 29

縄文土器………………… 7,14,23,51          墨画土器………………… 6,31,32,37,42,51

す 水田……………………… 2,4,5,6,7,33,38,42,   掘立柱建物……………… 2,4,5,7,15,21,37,51

44,51             み 1韓…。………・・…………・ 5,6,7,9,15,21,22,36,

水平断層………………… 14,15,45,46,47,48,49,50,               37,38,42,51

52                     や  弥生土器・・・・・・・・・・・・・・ 14,15,18,19,21,23

須恵器…………………… 9,14,19,23,25,36,51   ろ 六反……………………… 1

せ 石鏃……………………… 21            わ 和同開弥………………… 6,31

索
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Notes
The following symbols are used to represent

archaeological features, and others, in this text

SB: Building

SD: Ditch
SK: Pit
SP : Posthole or Small Pit
SX: Other feartures

NR: Natural river
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ふ り が な

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
ゴヒ糸車 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 1遺跡番号

な力tlま ら

長原遺跡

く
区
．“丁

の
野
ち
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“
平
と
戸

し
市
で
出

渤
阪
曇
口

秘
大
が
長

271261  -
34°

36′

15″

135°

34′

25″

20070910

20080208
250ゴ

長吉東部地区土

地区画整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

長原遺跡 集落 弥生時代 掘立柱建物・土墳 弥生土器・石器

古墳時代 土墳 土師器・須恵器・韓式系土器

奈良時代 自然流路
土師器・須恵器・墨画土器・和同開弥

動物遺体

平安～江戸時代 畦畔 。溝 土師器・須恵器・瓦器・国産陶器

要  約

本書は、長原遺跡において2007年度に行った発掘調査の成果を報告するものである。

弥生時代では、中期後半の掘立柱建物 2棟のほか土墳を確認し、当該期の集落が拡がっ

ていることを追認した。

古墳時代では、中期の土墳を検出した。また、後述の流路から土師器 。須恵器・韓式

系土器などが出土した。

奈良時代では、前半の自然流路から、多くの土器類とともに、墨画土器・ウマやウシ

などの動物遺体などが出土し、水辺の祭祀が行われていたことが判明した。

平安時代以降は作土層や畦畔が検出され、耕作域として利用されている。

また、地層の水平断層など地震の痕跡が確認されている。
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